コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Hōbun Nihon Gaishi.pdf/1550

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです
星田（ほしだ）に舍し、將軍は
角南（つなみ）に舍す。

城中、我が大軍の至るを聞き、乃戰を議す。後藤
基次（もとつぐ）、
薄田兼相（すゝきだかねすけ）、渡部
尙（ひさし）、出で
て平野平野に陣し、大野
治長（はるなが）、
眞田幸村（さなだゆきむら）、木村
重成（しげなり）、
長曾我部盛親（ちやうそかべもりちか）、相繼ぎて出づ。
兵各萬餘人。我が前鋒を
邀（むか）へ擊たんと計る。後藤基次基次夜に乘じ、甲を
潜（ひそ）めて南す。勝
成、嶺頭に在り。諸︀將に謂て曰く、「
炬火（きよくわ）の北より來る者︀、
道明寺（だうみやうじ）に至りて滅す。
是れ敵の我が不意に出でんと欲するなり」と。乃備を嚴にして竢つ。而して使を
馳せて之を中軍に吿ぐ。直孝、高虎も亦、中軍に赴きて
節︀度（せつど）を取る。前將軍曰く
「事我が意の如し」と。六日
昧爽（まいさう）、將軍と
倶（とも）に發して、
平岡（ひらをか）に至る。勝成、直寄、
重正等を造して、道明寺口の戰道明寺に赴かしむ。基次に
片山（かたやま）に
遇（あ）ふ。重正、利あらず。直寄
進みて其橫を擊つ。重正之に反る。
兼相（かねすけ）、
尙（ひさし）、來りて基次を救ふ。勝成、尙を擊
ちて之を破る。本多忠政、松平忠明、伊達氏の將
片倉景綱（かたくらかげつな）と、基次、兼相を撃ち
て亦之を破る。大野治長、眞田幸村等、道明寺より二萬騎を
以（ゐ）て援ひ至る。景綱
幸村と戰ひて利あらず。陸奥の銃隊之を
承（う）く。幸村
郤（しりぞ）く。是に於て、勝成、諸︀將
と
齊（ひと）しく進みて合擊す。荻又市伊達氏の銃手
荻（をぎ）又市、基次を射て之を
斃（たふ）す。水野氏の騎
士河村新八河村新八、兼相を
縱（さ）して亦之を斃す。本多、松平、丹羽︀氏、左右の
翼（よく）を
縱（はな）ちて
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